
アn14百草津白根山の活動

前橋測候所久.保時夫

1.はしがき

-草津白根山は群馬豚北西部上信図境に在位，白根及本白根より成る不規則な

老衰期の二双火山で(第 1闘参照)，後者は現在全く格熔して居るが前者は明

治 15年以来屡々小爆投を繰返し，火山活動としては老衰期に入ったものとは

謂へ，一度爆設を起すや多量の岩屑を噴出し其降友は降雨に溶けて幾多の排水

谷を降り，吾妻川を経て利根本流に白濁，泥l状の強酸性「白根毒水」を流下せ

しめ各種災害を資らすを常として居る.

「歴史」大正 2年大橋良一氏に依り精細な基本調査が行はれて其地形位に地

事 1闘‘草津白根山附近地形闇

(貼線の扇扶部は降友の多かった範囲を示す〉

(1) 草津白根火山地質調査報告，震災建防調査曾報告，集 78競
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質り全貌が明かにされp 大正 7年には大森教授に依り其噴火島編纂されて明

治年間の活動/状況が明かになった.明治2年草津町に大火あり，明治以前の文

厳は殆んどとの時に治夫して居石が元総案内記共他元総年間の園縫には草津白

根:山頂K噴煙を重いたものが見受けられたとの事である.

明治年聞には 38年 10月が最後で，以後大正 14年 1月 22日，昭和 2年

12月 29，30， 31日には小噴火が繰返された事もあったが比較的静穏を績け，

僅に主噴火口湯釜の北壁より合硫性水蒸気を噴出して居た.所が昭和 7年 10

月1・日 13時 54分頃湯釜東側内壁及び南東外壁に大爆設を起し，幾多の爆裂火

口を成生した. ζの噴火に関しては園富技師の精細なる踏査報告を初め，吉木

文平氏，前橋測候所等の調査報告が行はれて居る.この際に主として湯釜東側

に成生した幾多の爆裂火口は次第に埋穣されて小噴気孔となり不活畿乍ら僅に

噴煙を績けて居たが昭和 12年 11月27日4時 30分頃には可成の大爆設を起し

(草津町で〆は 15--20秒に亙り鳴動を感じ，氷結した霞放の火山友の小塊が降

った)，との残存放果が翌日年 10月頃まで減衰的に断綾しながら静まつで行

った. とれ等の活動に関しては水上武氏，田中館秀三氏等により報告が行はれ

て居る.

2.‘今回の爆授

本年に入り， 1月中は静穏を績け僅に噴煙が見られた湯釜は 2月に友って若

干活動を見せる様になり 3月には其活動が稲々活i愛と友って来たがとれは

山頂附近で硫黄採践に従事して居-た人々に感ぜられる程度で草津町附近では差

したる注意もヨ!か友かった.尤もとれ等の噴煙には地動も鳴動も伴は友かった

から噴煙の朕況は其時々の風向に依って可成歪められ，湯釜南東 6粁に位し，

(2) 日本噴火誌上縞;震災課防調査曾報告集 86，披.

(3) 昭和 7年白根山爆接調査報告;験震時報集7巻，爺 1披.
]0月

(4) 草津白根火山爆護調査報文;岩石蹟床皐，弟9巻，勢 1，2競，昭和8年 1，2月.

(5) 白根火山踏査報告;験震時報i集 7巷，部1披.

(6) 最近の白:根山の活動;地震，索 11巻‘弟 5就.

(7) Vo1canie Activity in Japan cluring出ePeriod b~tween ~ov ， 1935 and 

Dpc: 1938. '.Jap. .Jour，: of Astro. arid Geophy、Vol.XVI， No， 2， 3. 1939. 
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且つ頂上を望み得ない草津町附近からの望見丈けを以τしては某活動の詳細な

治長は勿論事jらない筈ではあるがま支では草津観測所の観測を主にいこれに日

窒硫黄曾君主の殺生河原と入選漂に於ける観測を加へて活動最盛期の斌況を掲げ

た.

3月 29日には粉々多量の噴煙あり，ヲたで

4月 I日 16時に爆後して前に倍した噴煙を見せた. との頃より連績多量

に噴煙し， 2， .3， 5， 7， .9， 10 日にも;J"\~爆設を伴った様であるが大館は同じ様

。f:J.欣態を種績して居った. との開草津では 5，7， 9， 10日に夫々少量の降友

があった.然るに

ι月 11日には 3---8時比 4同に亙り昭和 12年 11月 27日以来の大爆

設を起し，多量の噴煙は主として北乃至北東に流れy 芳ケ平から泊峠一帯は一

寸先も見えぬ程の降友があったとの事であるが山頂に居た 4人の関東硫黄化事

磁業所の硫黄採取人夫は無事であった.~釜の西外壁にあった曾祉の数棟の人

犬小屋はとの折りの落石で相蛍屋根を打ち抜かれたらしいが入道及殺生の日窒

硫黄醸業株式曾祉の醸直附近では特筆すべき被害なし同社の測定による，と殺

生附近の積友は 6"，9糎で合硫量は 1096内外であったとの事である.

4月 12"'1.8日はIJ、噴火を繰返し， 12， .14日には草津で少量の降友を見た

が 15，17日に入道官日窒が採取した友の硫黄含有量は夫々 12.，55%，11.20% 

で含有量の多い前者の方が次粒子は小さかったとの事である.
守f-

4月 19日 3・時頃には 11日以来の大爆裂を起し，入道津の日窒醸匿では

12"""-'15糎の積友を見たが草津では青黒衣色の降友が少量あったのみで爾所共

に爆音或は鳴動は誌かなかった.との日草津では温泉の温度柏、々降下し，湧出

量も若干減じたとの事であるが確か友観測はない.共後 20日には草津で少量

の降友あれ依然相官の噴煙を績けて居った.

4月 24日10時 20分頃可成の大爆設を起した. との日は寒冷前線 (23日

夕刻豚t内を西から東に遁過しF 草津方面では降宕を起し，初雷を伴った)の後

面に強吹Lた北乃至北西の季節風に乗った降次は一躍にして草津町p 六合村F

津田村.長野原方面を襲ひ，噴煙の勢力は仲々衰へ十， 12時 20分より 5分間

* 気象要覧，第 476披，昭和 14年 4月， 472頁の 6時応分は誌に就き訂正.
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草津町では室内に電燈をつける程度にまで、薄暗くなり，著しい硫黄の悪臭を覚、

えたとの事であるモ猶との時の噴煙は 19時頃には榛名山西方上空にも飛来い

烏川流域に薄霜程度の極徴細な降友を生ぜしめy 特に碓氷郡里見村附近の開花

期の果樹園は相嘗の被害があった.叉との日 22時前後には前稿上空で cs放

の友雲を見たが降友はなかった. との日の噴煙が今岡の爆後群中最も遠距離ま

i で観測された様である.

4 月 27 日には小H責火あれ

4月初日 7〆時 45分にも前日と同程度の爆護あわ

4月 30 日 14時 25分には 24日以来の柏大爆喪を見たが噴煙は東風の潟

西方に流れ草津方面では降友はなかった.

5月にはあ 10，19日に夫々ノj、爆設を起して居るが(関東硫黄佑皐・鏡業所

調)4月中に比し著く小規模と友り， r質煙は弐第に量を減じて行フた.

3; 湯釜の現獄

白根山の噴火口は北東より南西に水釜(冷水を潟ふ)，湯釜(古来高温水を

混ふ)， .~釜(常に枯死欣態)と配列して居るととは第 1 園の通りであるが今

同の爆設は湯釜内部に限られ，某の規模大きく，現状を以てしては爆投前の火口

底は到底想像出来、ぬ迄に餐佑して居るらしいが，今同の爆登直前の記録が無い

から訟では昭和7年爆議直後に出された前記諸報告を比較の封照として主に湯

釜の形朕嬰化を記載する事にしたJ

宮前橋測候所では本年 7月 20日，丸山3 土橋南氏を第 1f可踏査に減し，

第 2同は 8月五日に土橋氏と筆者が登山したがとの 26日間に於てすら湯

釜火口底南部は周園より流下する泥水土(前に噴出した)ーの潟に 5"，，-10米の埋

積を見せて居る.併し湯釜内壁の全貌には殆ん芯愛化は見受けられなかった.

湯釜火口内壁の大韓の形欣は南北に約 400米の長軸を持ち，共短軸約 :300米

の不規則な楕固形で久内壁に一つの階段を~しp 急:傾斜して火口底に達して居

る〔沼真(1)参照).

火口底の形放火口底は湯釜中心の柏、々南寄りに泥土を湛ヘて南から北々西

に約 150米位の長軸を持つ不規則友瓢箪型を魚し，中央部には西側から東方に
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向ふ小丘陵型の突き出しと，北東側より南西氏向つての突き出じでくびれ(窓

真 (7)，(8)参照)，南と北の二つの固形に分たれて居る. とれ等固形部の直径

は夫々約 70米位と推定された. 7月 20日には共南側固形部は北側のものよ

り約 5米位低く (5月始め硫黄採取人夫頭奥田;喜代次.氏の推定によると其の e

落差は 20........30米位あったとの事)，従って泥流は北宇分から南側へ小瀧を魚し

て流下して居た(弱真 (6)参照〉が 8月 15日に吾々の登った時は殆んどと

れが埋淡され，僅に泥土の南流するのが見受けられた.との火口!まの周圏、を取捲

いて泥土面より約5米位の高さに幾多の噴気孔が見受けられるが現在勢力の強

いものは，南西隅，東側，北側忙夫々 1箇宛つあり，北西隅のものは 2本の柏

大き友噴気孔を有じ，勢力最大で、とれ等は執れも前同登山の際と同様に間歌的

に弱い鳴動を伴って旺んに噴煙し，夫々主噴気孔の園りに幾多のノj、噴気孔を附

随して居る.との内特に南西隅のものは窓釜東方の湯釜内壁中腹より火口底近

くまでみ無数の小噴気孔が連繋して居る・

火口内壁 は南，北雨面に高く，中央部の東西は夫々水釜，~釜に接して低

く，中空鞍朕とでも言ふべき形を注し，殆んE絶壁を繰らして'居るが特に南面

は約 80度位に吃立して居る. 8月 15 日湯釜南壁最高所から火口底までの深

きは約 160米と目測された(潟真 (1)参照).との南壁を除いては一般に火口

底から 30........100米に一つの階段がありとれは内壁の大部分を取捲いて居るがと

の階段の高さは南東壁に最高で火口底よりの高さは約 100米(馬民 (1))，北

乃至北西壁に低く 30米位と推定される(馬民 (11 (5~ (6)， (7~ (8)の手

前に干に見えるのが夫である).南東壁にほ(寝翼 4参照〕底から 60........100米

K昭和 7年 10月に出来た爆裂火口の名残(火口の東壁丈け残って居る〉を留

め，今猶敷僚の噴気が裂線に沿うて立昇って居るから上記階段は大韓昭和 7年

10月爆裂嘗時の湯釜の火口!まと見て差支へたからう.とれちにより湯釜の火

・口底は昭和 7年(との際は湯釜の火口底の大部分には大きた愛位は起ら左かっ

た〉以後に 30........100米の深まりを生じた事が推定される.今同の爆議前(昭和

13年末〉には空釜から湯釜内壁に沿うて港水面の淵を南面から東側へと巡り昭

和 7年の火口跡k近付き，登山者はとれ等小噴気に小石を投げ込みとれが噴気

の魚に吹き揚げられるのを見物に行ったとの事で、ある.昭和 7年の爆登直前に
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は硫黄舎祉が湯釜南東隅から隊道に撮って南外壁に湯釜内の多量に硫黄を含ん

だ高温水を導き出さうと企てた如きは今では思ひもよらない朕態となり，現在

近付き得る噴気孔は一つも友い'.静穏を漬けた大正 2年頃には(前出大橋氏調

査〉水釜と湯釜の水位差は約 20米と記されて居るがとの事は潟異 (2)昨よっ

ても大鰻は想像出来る.

従来湯釜の南西壁上で採醸して居た関東硫黄化墜鎖業所は昭和 12年 8月湯

釜南西隅附近一帯に亙り精細友ボーリングを賞施して硫黄埋積量を調査し，同

年 11月及び昭和 13年 10月と再度の噴火で相嘗の損者を蒙りながらも事業

を機綾して居たが今岡の爆設に際Lては前述の通り醸匿の大半に噴気孔を生じ

採醸不能と友り，現在では空釜との中間にあった工事小屋も艦石搬出用のケー

プルも撤去され，事業は中止されて居る.

4. 噴 出物

今岡の爆設では従来と殆んど同じく，岩屑，火山友及び若干の泥流等を噴出

したが共量は大規模で，湯釜内壁から 0.5---1粁には可成大きな落石を生じた

もの L如く(爆後蛍時は附近一帯積雪で覆はれて居た)，雲の消えた今も猶太

小無数の穴(直径 0.5--2米，深さ 30":""'50糎〉が穿たれて居るが特に北西側

に接近して多いのは爆裂火口の形欣に起因するもので上記湯釜火口底の南宇分下

の爆裂勢力の大きかった事を物語って居る.火山友は主として北西風の震に南

東K流されたから南東面(若干の泥流も見られる〉の落石の跡は数度の降友で

埋波されたとも考へられるが空釜西方耕面等の比較的降友が砂かったと思はれ

る地域にも穴が少なかったのは事震である.湯釜北西壁頂上に積った落石は直

径 10--50粧の麹劾殻肢を矯し表面は柏、々光津ある友黒色の安山岩質であるが

内部は一般に風化安山岩にも似て脆弱に見え，浮石質とも具り F 既存熔岩の分

解したもの L如く，密度も相官大きい様で吾々の千では直接破壊する事は出来，

泣かった.猶上記落石で生じた穴の表面にはとれ等麹数殻朕石塊は全然見出さ

れ左かった.

降友 は湯釜火口壁から 1粁以上になると急:に細かく成り， 4月・ 24日の降次

中に草津で採取されたものでは 0.01--0.2粍を示して居るが，とれを一般に前
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橋で観測される浅間の降友栓子と比較すると(前橋は浅間の東方 48粁)1/3---

1/10位の大さに相嘗する.色も青友色で、滋閣の黒友色に比し著じい封照を示

し，密度小さく硫黄分の多いことも窺はれる.上記 4月24日に草津で採られ

た友も吾々が踏査官時火口近くで採取した積次も密度は殆んど愛化なく 0.89---

1.00 (平均 0.96)となって居る.因に昭和 13，14年聞に前橋で、採った 5同の

浅間の友は其密度 1.13，，-，1.24'(千均 1.18)であった;

粒子及密度の大小は火山の地質，性質，爆後の大小に因ることは勿論噴火蛍

時の孟風により著しく趣きを異にするものであらうが，白根の次は一般に粒子

が小さいから風の影響を受ける事は浅間以上で又特に吸滋性に富み，降水に溶

け易く，一面植物に附着じ易いととも併せ考へられ石.

今同の降友多量地域は大韓湯釜を頂黙として北東と南東に区切る扇形内に含

まれ，爆後嘗時の欣況は不明であるが， 7月 20日の登山の往復に浪IJった所で

は残存積友は

1) 草津より武具脆池を経て殺生河原から湯釜K到る道筋では

湯釜南東壁より(略々東南東に)直線距離にして(粁)

0.15 0.5 1.3 2.2 3.3 4.0 

残存積次の深さ(糎) • 300 100 ~)，...，.. ö 10 0.8 0.3 

2) 水釜より芳ヶ干南方を経て香草温泉に到る路筋では

湯釜北東壁より(略々東に〉直線距離にして(粁〉

0.25 0.3 1.3 2.4 4.2 

残存積友の深さ(糎〉 、 180 63 10 1.0 0.3 

となって居る.向水釜及び湯釜附近の積友扶況は~真 9--11 参照.上記のひ

コースで 8月15日の鋳路に測定した結果共饗佑は測定の訣差内に入-り，叉同

日登山の往路入選津で測った結果も距離との関係は大同小異で、あった. とれは

最早との時季には積友は一般に粘土欣とたり地面に固着して居先鴛であって，

とれ等の結果から爆登の旺んだった蛍時を類推する事は危険であるが，噴煙の

多かった時期は融雪の~危険を伴ふので極.く少数の醸山関係者以外の登山者は

殆んど無く，従って一般的に積友の詳細は知る事は出来ないから訟に若干の概

算を行った.
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今岡の湯釜の爆裂に嘗つては従前と同じく岩奨或は熔岩の噴出が見られ左か

ったから，火口!衰の餐化より大雑把に勘定すると，火口底の長軸を国堵底とす

る鰭積丈けが噴出されたと見て(昭和 12，13年の噴火による愛化は飴程復奮

して居たから俵に等閑j硯して〉

75，2 X 3.14 x 65 = 1.148 X 106立方米

が活動旺盛だった約 50日間に噴出されたと考へられる.大橋氏の調査(前出)

Kよると其の嘗時湯釜北東山腹で、採集された著しく分解した白根熔岩の零度

は2'.719とたって居るから上記噴出物は

2.719.x 1.148 x 106 = 3.12 X 106噸

と概算される.

一方吾次の踏査の際に測った残存積友の量は，前に述べた牛筏4粁の直角扇

形 (12.56X10日平方米〉では(1)を用ひ〕

1.679x10日立方米

となり?とれに吾々の求めた平均密度 0.96を採るど

1.61 x106 ・噸

と友る.とれは噴出量の 5割 2分に相賞するから残りの 4割 8分は其の大部分

が降雨或ば零代に混じて排水谷を降り，一部は上記扇形以外の場所K降った事

に在る.一方残存の粘土!生積次は扇形地域外を考へぬと猶噴出量の 5割 2分に

も達して居るのであるから，仮に含有酸性分の大半が溶解し去ったとしても今

後成L崩しに可成長期間降雨の度毎に酸性分を流下するものと考へられるー

濁水今岡の爆設は白根金山を覆った積雲の丁度雪融け期に営 T， 4月中に

は猶時々降雲もあった位であるが高熱岩屑或は泥流による直接の融雲量は大き

えにものとは考へられたいから徴粒，可溶性の火山1;;ミがー般雲しろ或は降雨に伴

った雲じろに溶けて 4月I日以来連日吾妻，利根に白濁強酸性の水を流下した

Lものとするべきである.熔岩とか泥流に附|話したものでは左いから一般の火山

噴火の場合の様に直接の大災害を賀らす事はないが時恰も養魚誌に濯概時期に

・相官した震吾妻，利根の沿岸農民は戦々競々たるものがあった.従来の白根噴

火にも斯様友濁水を流した伊jは数多いが今度の援に港紙時期に長期間に渉つ?と

事は稀である.直接の被害としては養魚に若干見出される程度であったが間接
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的に現在土壌の表暦に沈澱し?と多量の遊離欣硫黄は播種共他に際し害を奥へる

のではたいかと倶れられて居る.

主主に前橋測候所の西方 0.8粁と 0.3粁の利根大渡橋及び虞瀬川で観測され

た混濁朕況の大略を掲げると弐の様である.

4月 1，2日(赤褐) 8，9，10日(赤褐).11，12，13日(友白〉回日(友白)， 25，26日(友白〉

5月 3日(友白) 11，12，13日(友白〉

6月 10日(友白)16，17，18，19日(友白) 20日〈強白) 26日く強白〉

7月 6日〈強白濁) 11日(友白). 12日(強白濁〉

毎年利根川は4月初旬頃から零融けの鴬K赤褐黒色に濁るが今同のはとれが

共都度友白色と成れ石次を溶いた様にたった・，白根山噴火前の pH は前橋

地先きで 6.0--6.5であったが以後白濁の都度 6:0以下とたり， 6月 26日の如

きは 4.0以下， 7.月 6.日の最強白濁の時には 3.6を示し?と.

、図に中央気象塞に依援して分祈願うたとの日の水溶成分j土

昭和 14年 7月 6日 13時大渡橋下にて採水

1) 7jc 溶成分

pH 、 3.6

-硫酸(硫黄に換算して) • 27.75底/立

アムモニヤ(窒棄に換算して)0.025グ

銀〈信二億と Lて定量) 0.25グ

2) 沈澱物
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若干の鉛分を合有す

形欺外観は浅間火山友の小粒に酷似す.これを弱加熱する時は硫黄を.昇華する

事賃より遊離朕硫黄を合有するものと思惟せられ，この遊離欣硫黄の量は乾燥

沈瀕物量の 14.94%に相官ーす.他の化事的組成は火山友のそれに殆ιr一致せ

るも火山友に比し「カルシウム」及び「マグネシウムJが著-しく砂いのは水に溶解

し去ったものと考へちる.

との白濁水が白根に渡し大渡橋に達する時聞は白根山に降雨観測が主主いから

充分には判らないが今一例として 7月 10日草津地方の強雷により一ぐ14時 50分

--20 時 ~O 分に 53.1 粍の降雨あり〉流下した白濁水の大渡橋に於ける観測は

翌 7月 11 日 3時頃より赤褐泥色， 8時--8時 30分に友白色となり， 9時

，.......10時が最強にたって居たとの日は群馬勝、西部から北西部及東部から北東

部一帯に強冨1が褒生して居たから 11日 3時頃からの溜濁は白根よりのものと

は見‘られや 8時以後の白濁を夫にとると大約
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「白根山に降雨があってより 19""-21時間で、大渡橋に毒水が到達する」

と概算される.とれ等濁水に関しては別た機舎に報告したい.

5;結，尾

以上昭和 14年 4月を最盛期とした旬根山噴火に就ての概況を述べたが共爆

禁誘因等に及ぼや主として湯釜火口内の激獲を報台した.共の主た黙を摘記す

ると (1)昭和 7年と比較して火口jまは 30--100米の低下を示し，共の噴出岩

屑y泥土等の容積は火口内ノ愛化から 1.148x106立方米 (3.12x106噸〉と見積ら

れ，との大部分が4月上旬からの 50日間に噴出されたものと考へられる.(2)火

山友の大部分は大略火口を頂黙に持って北東及南東に開いた扇形内に降下し，

とれが積雪面上に累積して雪しろ或は降雨に混合y 融解して吾妻利根に白濁強

酸性水と成って流下した. (3)友粒子は徴細で密度が小さい(0.96)矯に水に

溶け易く，水中に永く懸垂される事に封し若干のi説明を試みよラとした.

格りにこの噴火に際し熱心に観測された草津管内観測所主任沼田七郎氏噴

火前後の放況に闘し種々賞見談を頂いた奥田喜代弐氏，刻々噴火欣況を通報し

て頂いた日窒硫黄醸業株式舎祉，踏査現場で種々便宜を輿へられた同枇草津鴎

業所弐長JII口寅之助氏等に謹謝する.

(昭和 1Ll年 9月記〉

/ 
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